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してこれまで 1)群識即 2)個体識別 3)
環境との結び付きを高める等が上げられている｡
機能を探るための基礎として,集団飼育下におけ
る行動観察が行なわれた｡その結果,排尿頻度が
多いときには1個体で30分に8回もする場合も
あった｡また,排尿する際は約80%がuline-W-
ashingを行った｡こうした行動は生後約3ヵ月か
ら観察された｡さらに非常に匂いの強いものを与
えると,その匂い物質を体に擦り込むことが観察
された｡擦 り込む際の行動パターンはほぼ
urine-washingの場合と同じであった｡したがっ
て,この行動は上記3)の機能との関係が予想さ
れた｡さらに同種の他群の匂いを付けた棒を呈示
する実験を行ったところ,その棒に対し喚ぐ･読
める･噛じるという行動の頻度を90分間観察し,
それを30分を1ブロックとして比較した｡その結
果,最初の30分間は他群に対して自群との間で有
意な差が見られた｡よって1)群識別の機能が予
想された｡ニホンザルの匂いを用い同様の手続き
をした結果,無臭の棒を皇示した場合とほぼ同じ
傾向を示した｡これは生得的な種のカテゴリー の
存在の可能性を示唆し,さらに多くの塩を用い検
討する必要がある｡以上のように匂いに対する反
応に変化は見られたが,urine-washingには変化
は余り見られなかった｡
東北地方北吾Bにおけるニホンザルの分布特性とそ
の歴史的変遷について
三戸幸久 (日本モンキーセンター)
東北地方北部 (青森県,岩手県,秋田県)にお
けるニホンザルの分布域は小さく,それぞれに孤
立している｡
これまでに得られた三県下の生息情報を一定の
ルールの上にのせて,地図上に落してみると,昭
和時代から大正時代.明治時代へとさかのぼるに
つれて,多くの地域で分布域が増加し,広がる傾
向が見られた｡もっともその傾向が強いのは秋田
県であり,ついで青森県である｡岩手県では増加
も広がりも少なく,早池峰山塊以北の北上山地北
半分は山地帯でありながら生息情報は少なく増え
ない｡この地域は現在まったく生息はしていない｡
過去には同県山形村久慈渓流 (戟後絶滅),岩泉
町安家 (大正年間絶滅),新里村安庭 (昭和初期絶
滅)に群れが生息したが,あいついで消滅してい
る｡また,この三県にまたがる十和田湖周辺は明
治時代前半にはかなりの生息があったもようであ
るが,この地域も大正年間前後にはば消滅してい
ることがわかった｡
全体を見わたして,山地帯でありながら生息情
報が少ないのは秋田県森吉山塊北東部～青森県三
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